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　永元忠志先生についての悲報が各紙に伝えられたのに私は知らなかった。
短大在職10年の問は無遅刻無欠勤で通した私であったが，79歳にもなる
と少々体調も崩れだした。あとで精密検査の結果判明したのだが，一過性脳
虚血発作ということで，T　I　Aという符号はTransient　Ischemic　Attackの
略であった。発作を起して，生れて初て救急車に乗せられて，これも生れて
初めて県立病院に入院した。12月21日であった。奇しくもその翌日に永
元先生がゴルフをさいごにして逝かれてしまったのだ。
　これよりしばらく前，わたしは白鴎教員O　B会報を編集してワープロに打
込む仕事に熱中した。Y　C　E　Cという英語活動も加わって過労気味であった。
病室を訪れた妻は，新聞の計報を知りながら私の発作のこともあって知らせ
てくれなかった。たまたま会報を受けとられた松山先生から礼状が来て私の
手に入った。その文末に「永元先生ご逝去遊されました」とあって，わたし
は愕然とした。退職の翌年，永元さんからその著「和子　お母さん　その美
しく楽しかった日々」という痛ましくもまことに秀れたエレジーの書を頂い
ていた。お会いしたことはなかったが，美しい和子夫人との生々流転のさま
を描いた書を再びひもといた。佳人薄命といわれるが，才子もまた然りとは，
何と人生には悲哀の重なるものぞ。
　1982年3月末星野一男先生が定年退職された。その後任として永元教授が
就任した。English　speaking，writingに極めて堪能であった星野さんに代
る人として永元さんはまことにうってつけの人材であった。わが白鴎短大英
語科では，英語の教員同志は学内でなるべく英語を使用することに習慣がつ
いていた。それに加えて，後任人事を託されたわたしは，学長に対し，今回
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は思い切ってjoumalist出身を起用すべきことを進言した。その結果が端な
くも英文毎日局長をつとめられた人，その以前にはバンコク支局長，ニュー
デリー支局長として活躍されて国際感性に溢れる永元さんに白羽の矢が向け
られたのだ。かくて1年を過して今度は私が定年退職するに当って，英語科
長として比較的若い人材を得たことになり，学生に対しても大変良いことと
私は喜びにひたった。
　永元さんは教材としてはお手のものの英文毎日から，新鮮なニュースをと
らえて学生の英語に対する興味を一新された。このことは直接教えを受けた
英語科生の一人である角和美さんが記している。　「私達生徒の英語力を伸ば
そうと一生懸命に指導して下さいました。また，以前は新聞記者だったとい
う事で色々な国を訪れた先生は，当時の話，その国にまつわる話，現代の世
界情勢など常に新鮮な知識を私達に植え付けてくれ，視野を広めてくれまし
た」　「永元先生の思い出」と題するこの一文は第3回教員O　B会の席上に配
布して私たちは追悼申し上げたのである。
　共同研究室では，向井先生，Matthew　Shakさん始め，永元さんを加え
て談論風発の楽しいEnglish　speakingの時を過したQいつもコーヒー・カ
ップを手にし，喫煙に関してはchain　smokerであった。　「米国への警鐘一
一ベトナム戦争後変貌する世界」と「10冊目のパスポートー私のアジア
取材紀行」という二冊を残された。いずれもジャーナリストの眼で対象をと
らえ，軽快な筆致で迫力のある著作だ。わたしがその昔，中隊長として苦難
のビルマ戦線に従軍したことを知るや，「先生，、ぜひ戦争の体験記を本にし
て下さい」と繰り返し勧められた。そのアドバイスに従って私は退職後，生
き残り隊員と協力して大冊の戦記を3年かかりで完成した。永元さんにお贈
りしてお礼の手紙を頂いた直後に逝かれてしまった。閉鎖社会主義国ビルマ
には取材されなかっただけにビルマに興味を持たれていた。
　わたしは英語教員の一人として，次の事実を述べてその功績を称えたいの
である。白鴎女子短期大学10周年が祝われた。永元さんが就任した年の秋
のことだ。message　of　congratulationsの中で，マンスフィールド駐日米
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大使のことばが今も強い印象を残している。各国民の相互理解の必要を述べ
てから，大使は
　But，before　mutual　understanding　is　poss量ble，men　must歪irst　acquire
the　necessary　tools　for　communicating　across　caltures．と言われた。
　また駐日英国大使ヒュー・コータッジ卿は，日本の世界における現状から
the　teaching　of　Englishの重要性を主張して次のように結ばれた。
　Educationists　say　that　to　educate　a　man　玉s　to　educate　only　one
person，while　to　educate　a　woman　is　to　educate　a　whole　family．I　am
sure　that　Hakuoh　women’s　Junior　college　will　be　educating　many　families
in　this　way　in　the　future．
　何とすばらしい卓見であろう。県下交通の要衝小山の地を選んで創立され
たHW　J　Cに幸あれ！　そして英語の両大国の大使から有益な激励のメッセ
ージを頂戴できたのは偏に永元忠志教授の影の力添えに依るものであったこ
とを私は知っている。わたしが初めて先生に会ったのは，1982年11月のこと，
神田一っ橋の学士会館談話室であった。先生は毎日新聞東京社会事業団常務
理事の職に替っておられた。皇居に近いそのオフィスから会館に歩いて来ら
れた。中肉とは言いえないが私と同じく中背のゼントルマンであった。先生
の履歴書を前にして，およそ一時間快談した。昭和22年大阪外国語学校英米
科を卒業，ついで25年京都帝国大学法学部卒業。旧制愛知一中に2年半教鞭
をとられてから27年毎日新聞中部本社報道部に入社，41年東京本社外信部に
移られた。スポーッとして剣道，ゴルフを嗜まれた。長男容一君は新日鉄に
勤務，長女律子さんは日本女子大に学ばれた。相ついでご両親を失われたこ
とがいたわしい。
　1886年4年制の白鴎大学が誕生した。盛大な開学式が挙行されて退職後の
私も列席した。この時も各国大使のメッセージ，ハワイの大学からのゲスト
のスピーチが続く中を，永元教授はきわめて明確適切に通訳し，翻訳の労を
とられた。その声が今も私の脳裡に残っている。ああ，楽しかりき君よ，今
いずこ。（Nov．25，1988）
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